
 

公開シンポジウム：「水辺のすこやかさ指標」のさらなる普及へ向けて 

 

環境省は身近な水環境の総合的な指標として 2009 年「水辺のすこやかさ指標」（以後、本指標）を公表し,その後

本指標は水環境への関心を深める環境学習の一環としてまた地域に根差した市民活動のツールとして広く利用されて

きました。シンポジウムでは本指標のこれまでの 10年間の取り組みを振り返りながら，今後のさらなる普及へ向け

皆さんと議論を深めたいと思います。 

 

主 催：（公社）日本水環境学会東北支部水辺のすこやかさ指標研究会・関東支部 

共 催：日本大学理工学部（予定） 

日 時：2018年 11 月 30日（金）13:00～17：00 

場 所：日本大学理工学部 1 号館 2 階 121 会議室（東京都千代田区神田駿河台 1-8-14） 

プログラム 

開会挨拶 13:00～13:10           東京大学大学院・日本水環境学会前会長 古米 弘明 

■《基調講演》  13:10～13:30  

・13:10～13:30  『水辺のすこやかさ指標に係る環境省の取組』（仮題） 

                          環境省水・大気環境局水環境課 中山 裕貴 

■《第１部》13:30～15:00 これまでの取り組みの紹介  

・13:30～13:45「行政」   八王子市水再生課 三宅 智之  

・13:45～14:00「市民団体」富山県「環の会」 中島 晴美  

・14:00～14:15「市民団体」横須賀「水と環境」研究会 高橋 弘二  

・14:15～14:30「小学校」 北九州ウォーターサービス 原口 公子  

・14:30～14:45「大学」   信州大学工学部  松本 明人  

 ・14:45～15:00「大学」  日本大学理工学部 小沼 晋 

～休 憩～   15:00～15:10 

■《第２部》15:10～16:10 さらなる普及へ向けて 

 ・15:10～15:30 『東北支部における水環境健全性指標のための情報共有プラットフォームの取り組み』（仮題） 

                                  青森大学・青森県   角田 均・三上 一 

 ・15:30～15:50 『水環境健全性指標を活用するための「水辺へ GO！」の開発』（仮題） 

(株)日水コン    下平由美子・清水 康生 

 ・15:50～16:10 『自治体へのアンケート調査結果について』 日本水環境学会関東支部   風間 真理 

  

■《第３部》16:10～16:50 ～総合討論～  

司会：東洋大学・日本水環境学会関東支部長 大塚 佳臣 

閉会挨拶 16:50～16:55        東北工業大学・日本水環境学会東北支部  矢野 篤男  

 

参 加  どなたでも参加は自由です。 

参加費  無料 

懇親会  会場：日本大学理工学部・カフェテラス 会費：3,000円 

問い合わせ先：    東北工業大学環境エネルギー学科  

矢野 篤男 yano-t@tohtech.ac.jp   Tel: 022-305-3961 

mailto:yano-t@tohtech.ac.jp

